
令和 3年 12 月 12 日 

高崎市教育委員会 

柴崎浅間山古墳 現地説明会 資料 
 

１ 古墳の名称 柴崎
しばさき

浅間山
せんげんやま

古墳
こ ふ ん

 

 

２ 所 在 地 高崎市柴崎町字蟹沢
かにさわ

586 番地 

 

３ 調査の履歴等 

①1926(大正 15/昭和元)年、著名な考古学者の森本六
もりもとろく

爾
じ

が高崎市を訪れ、柴崎蟹沢古墳の

調査の際、柴崎浅間山古墳の簡易測量図を作成した。 

○森本六爾「上野に於ける□始元年鏡出土古墳」『考古學
こうこがく

研 究
けんきゅう

』第 2 年第４號 

（上記文献から柴崎浅間山古墳の記述を抜粋すると・・・（ ）内は市教委追記） 

「（前略） 而
しか

して本古墳（蟹沢古墳）の略東方約百尺前後の所に一圓墳
えんぷん

があつて

未
いま

だ封
ふう

土
ど

を失ふに至っていない。これは封土の高さ約 13～14 尺（3.9～4.2ｍ）

前後もとは葺
ふき

石
いし

をもつていたらしい（後略）」 

②『上 毛
じょうもう

古墳
こ ふ ん

綜覧
そうらん

』（昭和 10 年）では「群馬郡
ぐんまぐん

大類
おおるい

村
むら

17 号墳」として登録。 

③今回高崎市が行った発掘調査の結果 

○古墳の規模 １辺約 25m の方墳、高さは 4.2m 

築造当時の姿をよくとどめている。 

○古墳の周りに堀がめぐる（幅など詳細は不明）。葺石はない。 

○埋葬施設  墓壙
ぼ こ う

は未確認（盛土下に残存の可能性あり）。 

遺体を埋葬した「粘土槨
ねんどかく

」が残り、副葬品が発見される可能性がある。 

○築造年代  古墳前期 ４世紀（周堀内出土の土器片の年代から） 

○近接する古墳での墳形、規模や副葬品の差異は、今後の研究課題。 

・柴崎蟹沢古墳（直径 12ｍ？、円墳） 

・柴崎浅間山古墳（一辺約 25m、方墳） 

  



柴崎浅間山古墳 墳丘現況測量図 

 

 

墳丘基部想定ライン 
一辺 25ｍと想定 
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